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	 行 事 名
	冬の樹木・冬芽観察

	実施日時
	平成２８年２月１１日（木曜日）９時３０分～１４時３０分　　　天候：晴れ

	場　所
	武庫川渓谷・名塩～武田尾

	テーマ
	武庫川渓谷の景観と樹木・冬芽観察

	講師
	児玉勝久講師

	参加者数
	３８名

	内容
（項目と概要）
	今年は名塩から武田尾まで旧福知山線を辿り武庫川渓谷の景観と樹木の生き様を観て歩く事になった。
名塩駅では櫻守の会で保全活動等されている沼田さんから桜の園「亦楽山荘」の説明を聞いた。
＜観察のコース＞

ＪＲ名塩駅～武庫川右岸の旧福知山線廃線跡～上流方向へ～武庫川左岸～桜の園～旧武田尾集落・駐車場付近（ＷＣ）～温泉橋を渡る～武庫川右岸を上流方向へ～武田尾橋を渡り左岸へ～ＪＲ武田尾駅
＜名塩駅～桜の園付近＞
　　名塩駅近くには西宮市の木で、昭和４８年に保護樹木として指定された立派なクスノキの大木があった。他にムクノキ、アラカシの大木も目に付いた。
　　廃線跡に歩を進め、景観の美しさに見とれながら観察をした。
　　テイカカズラが冬の紅葉をし、マルバアオダモ、アカメガシワ、ナナミノキの冬芽を見る。ヤブツバキの花が咲きメジロやヒヨドリが蜜を求めて来ているのであろう。この辺りはオニグルミやフユザンショウが多く実生苗が育っている。アブラチャン、ヤマコウバシは枯れ葉を付けたままの冬の姿が見られる。
　　桜の園周辺はキササゲ、リンボク、ササベザクラ等大きく成長していた。

＜桜の園付近～武田尾駅＞

　　午後からは冬芽をゆっくり観察した。温泉橋を渡ると対岸の山にはスギが冬の紅葉をし、ヒノキは緑の葉のままで遠方からもはっきりと確認できる時期。
　　クマノミズキ、ムラサキシキブ、ニガキ等の冬芽はそれぞれ個性的な裸芽。
　　ツルコウゾはヒメコウゾの変種でこの辺りに多い種、ジグザグの枝に鱗芽を付け葉痕は隆起している。カワラハンノキの雄花序は間もなく花粉を飛ばす時期なのか雌花序は上を向き待ち受けている。ムクロジ科のイロハモミジは枝先に仮頂芽が二個並び、エンコウカエデは枝先に頂芽と頂生側芽を付けている。ヌルデやナナミノキの果実をメジロが食んでいた。
　　このように観察していくと植生は有馬層群特有のものの他、河岸堆積層の植生も見られ植物相は非常に豊かなところと言える。

	まとめ
感想
	本日は青空のもと、春を思わせる暖かさで絶好の観察日和であった。

観察を通じ武庫川渓谷の貴重な自然が今後も長く保たれることを願ってやみません。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
